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Creation of a database of Teaching Plans/Records for Special Needs 






















































された。以上から、TDB の実装内容として、上記の 18 項目が想定された。ま
た、各項目の相互参照および目的に応じた情報の検索と抽出を効率化する実装
形態を工夫することが必要となる。 
第 4章では、データベース・システムの導入基盤を確認し、TDBへの各項目
の実装形態を検討し、現在の校内共有システムでの TDBの共有化に影響を及ぼ
す条件を探るため、ICT 環境と電子化・共有化の現状等を調査し、その結果を
分析した。 
第5章では、データベース・システムの有用性を検証し、運用上の留意点とTDB
の改良点を整理することを目的として、指導と支援の振り返りと連携資料の作
成に関するユーザビリティ・テストの結果をまとめた。そして、記録分析と連
携資料作成に関する実践事例を併せて、データベース・システムに関する運用
上の留意点を整理した。 
実践事例の選定にあたっては、TDBと併用することで記録分析が効率化する
と考えられる表計算ソフトとテキストマイニング・ソフトを用いた事例を選定
した。また、データベース・システムが共同での吟味を想定していることから、
保護者との共通理解のための資料作成と校内での共通理解のための資料作成と
いう観点でも事例を選定した。 
ユーザビリティ・テストの結果、TDB は、従来の手法同様に正確な記入と参
照および一覧作成が可能であること、記入、参照、一覧作成に関して高い使用
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性を有していることが示された。また、データベース・システムの主な活用目
的に関する主観評価も高い手法であることが確かめられた。そして実践事例に
より、表計算ソフトやテキストマイニング・ソフトを併用することで、より客
観的な記録の要約や可視化が可能となることも示された。 
以上から、データベース・システムが、指導や支援の振り返りと校内共有に
有用性が高いシステムであることが示された。そして、運用上の留意点として、
操作方法や活用方法についての周知と活用目的に応じた共有範囲の設定と誤使
用対策が考えられた。そして、記入法や活用例を示すなどの操作方法の理解を
促す改良を TDBに加え、データベース・システムの運用を通した有用性の検証
を複数の校種で実施することが今後の課題とされた。 
